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 要 旨 
目的： 
過剰飲酒は肝疾患、上部消化管出血、膵炎などの様々な不健康な事象をもたらす。アル

コールスクリーニングスコアに基づいて、消化器疾患での入院と初発消化器疾患の 2 年間

のリスクを測定する。 
方法： 
方法は、後ろ向きコホート研究である。対象者は、質問を回答して 24 ヶ月追跡された

215,924 名の男性と 9,168 名の女性である。診断には 3 部構成の質問からなる AUDIT-c を

用いた(0-12 点)。 
結果： 

2年間の消化器疾患による入院は、AUDIT 1-4点に比べて、男性ではAUDIT 5-8点、

AUDIT 9-12点はそれぞれオッズ比1.54(95%CI=1.27-1.86)、オッズ比3.27 
(95%CI=2.62-4.09)であり、女性ではAUDIT 9-12点はオッズ比6.84 (95%CI=1.85-25.37)で
あった。男性では、初発肝疾患は、AUDIT 1-4点に比べて、AUDIT 5-8点、AUDIT 9-12
点でそれぞれ、オッズ比1.49 (95%CI=1.30-1.71)、オッズ比2.82 (95%CI=2.38-3.34)であり、

初発上部消化管出血は、AUDIT 5-8点、AUDIT 9-12点でそれぞれ、オッズ比1.28 
(95%CI=1.05-1.57)、オッズ比2.14 (95%CI=1.54-2.97)であった。さらに、男性では初発膵

炎は、AUDIT 1-4点に比べて、AUDIT 9-12点でオッズ比2.14 (95%CI=1.54-2.97)であった。

結論： 
AUDIT-cによる過剰飲酒は、2年間の男女の消化器疾患による入院と男性の初発肝疾患、

上部消化管出血、膵炎のリスクを増加させた。これらの結果によりリスクに関する情報が

提供され、医師が患者の飲酒量に関する会話に対して根拠がもてるようになるだろう。 

 




